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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月13日(2011.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照合元画像と照合先画像の間でその背景領域を照合する方法であって、
　（ａ）照合元，照合先双方の画像からその背景領域を検出するステップと、
　（ｂ）照合元，照合先双方の画像の背景領域から特徴ポイントを抽出するステップと、
　（ｃ）照合元画像内の特徴ポイントと照合先画像内の特徴ポイントを照合するステップ
と、
　（ｄ）符合するとされた特徴ポイントに基づき空間的にコンパクトなクラスタを生成す
るステップと、
　（ｅ）符合するとされたが同じ被写体上の領域に属していない特徴ポイントを除外する
ステップと、
　（ｆ）前記ステップ（ｅ）により抽出された特徴ポイントから照合元・照合先画像間の
符合度を求めるステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、ステップ（ｅ）が、
　（ｉ）照合先画像内の照合先クラスタに対する強い相関を欠くクラスタを除外するステ
ップと、
　（ｉｉ）特徴ポイント群の大域的軌跡から外れている特徴ポイントを除外するステップ
と、
　（ｉｉｉ）クラスタ内でコンパクトにまとまっていない特徴ポイントを除外するステッ
プと、
　を含む方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法であって、さらに、
　（ｇ）前記照合元・照合先画像間の符号度を用いて、前記照合元・照合先画像が同じ場
所で撮影されたものであるか否かを調べるステップと、
　（ｈ）前記照合元・照合先画像に、同じ場所で撮影されたことを示す説明ラベルを付与
するステップと、
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　を有する方法。
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